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裏作青刈りライ麦の栽培すき込みが水稲

生産力におよぼす影響について

他　　端　　政　　夫

（岩手県農試九戸分場）

漏水性乾田で同一の水田に真作青刈りライ麦を栽培，

すき込みを継続した後の水稲生産力の影響を見たもので

ある．

裏作青刈りライ麦は昭和29年から昭和33年までの5年

間青刈りライ麦のすき込みは昭和30年から同34年までの

5年間それぞれ実施して最後に少肥栽培に依り水稲収量

をもって地力の状態を除討したもので，少肥を標準施肥

量の与もとした．

ライ麦と水桶の栽培は下表のとおりである．

1．耕　種　梗　概

1．ライ麦：播種期；稲刈り後不整地覆土で10月上旬
播種

播種量；アール当り，1．8g

刈取期；ライ麦の出穂直前（5月16日）

施肥量；　　　　　　　（毎／〃）

肥料名l　基　　肥 追　　肥 推定成分量

N＝0．24

P＝0．37

K＝0．57

2．水稲：条件以外は標準栽培による．
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1区面前及び区制；1区13．2〝22　4区制，ラテン

方格法による．

挿快期は各年とも5月25日から5月31日の間であっ

て，青刈りライ麦のすき込みは5月20日である．供武水

田の土壌は下記のとおりである．

2．試　験　結　果

青刈りライ麦のすき込み20日後に土壌が軟くなること

に注意し，減水深の状態から漏水防止果効を判定出来た．

2カ年め資料によると，すき込み後の気温が青刈りラ

イ麦の分解の遅速に影響しており，すき込み後1カ月（5

月20日～6月20日）の気温は30年は平年より概して3～

4℃低目だったので漏水防止の効果のあらわれが7月中

旬が最高であった．31年は反対に2～3℃高目だったの

で効果も早く6月下旬が最高であった．これら2年の資
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24時間当り減水深（脚）

2・00F12頭9訂2．34。花鳥ぷ処理区間の
差の検定

料で効果の幌向は全く同様で減水深ですき込み区が25％

漏水防止は蒸発を相殺して30％であり，これらに附随し

て水温が上昇して水稲の生育を促進させて旺盛にした．

裏作のライ麦は初年度少収だったが，だんだん増収し

て4～5年日にα当り200旬の生産となりこの程度が安

定した収量水準と見倣される．
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32年は秋期イナゴの被害のため極めて少収であり，生

産量の全量すき込みのため水稲の生育・収量に影響があ

り概して効果が小さかった．

大著当時（7月23日）の水稲生育表

30　　年

1標　　　準
2刈去　り　区
3すき込み（如
4すき込み桓）

処理区間の
差　の　検　定

51・0；14・9
51．6　■16．7

114憲　4．等芸 1＞　　1．78

青刈りライ麦のすき込みに依り，30年は草丈が3e仇，

茎数が4本増加して極めて旺勢な生育を示したが，31年

は草丈に差が見られなく，茎数に2本増加が見られ外観

上はっきり生育の差があらわれた，青刈りライ麦の分解

のおくれる年が水稲の生育をより盛んにするように思わ

れ，この事実が水稲の晩熟多収性に結びつくものと思わ

れる．

（程長）

．30年

1標　　　準　67．6
2刈去　り　区　69．5
3すき込み㈱　70．5
4すき込み㈲74．2

（穂長）

1標　　　準
2刈去　り　区
3すき込み㈲
4すき込み㈱

（穂数）

66．4∃78．6
65．4176．8
66．4；76．2，74．1

67．4；81．1．75．7
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青刈りライ麦のすき込み区の程長は標準に比較して例

外なく伸長していて，特に30年と33年は10％の6．4～6．6

e爪の伸長であった．31年と32年にも伸長が見られ1．0～

2・5e舵の増加であった．すき込み第5年日と第6年日は

全然草丈の動きがなかったが，ただ刈去り区の第5年日

が3・7e彿短かった∴穂長については第4年日の33年に1．l

c椛伸びたはかは各区間に一定の傾向がなく，すき込みに

よる変化が見られていない．穂数は梓長の動きに似てい

てかなりの増減が示された，穂数が増加すれば水稲の収

量も増加しており，穂数と玄米収量に正の高い相関が見

られている．従って穂数確保が多収の絶対条件とされ

た．すき込み区が初年度2．5本穂数が増加したほか，各

年とも例外なく増加したが，地力判定の少肥栽培である

第6年日には逆に0．8本の減少が示され，従って玄米収

量も減収になった．

堆肥代用としての青刈りライ麦施用の効果について次

表の結果が得られた．
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これは上記の青刈りライ麦を他の水田から刈取って供

託したもので，堆肥の塊重量の青刈りライ麦でも堆肥区

の収量より高くあらわれており，穂数も1本程度増加し

ているのが見られる．このほか梓長が5～6C舵標準より

伸びている．

稔実調査表（20株平均）

粒

30年は青刈りライ麦のすき込みにより総粒数が増加し

た上に稔実歩合が高まり，玄米の収量もだいぶん増収し

た．31年はこれと反対に総粒数が増加したが，逆に稔実

歩合が0．5％低下した．それでも玄米は増収（16％）して

いる．稔実状態は年次的に異なり一定の候向がなく，青

刈りライ麦のすき込みによる晩熟傾向が必らずしも稔実

を不良にしていないことが知られた．

累年成績一覧表　　（玄米，吻／α）
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3．玄米収量の差の検定

処理区間のFの値

32年　‥　33年

37

34年135年

1．94　彗19．88と14．57

玄米の収量は5年間のうち4年間有意な差を示した．

32年の無意な収量差はイナゴの書に依る青刈りライ麦の

少収が原田したものである．青刈りライ麦のすき込み栽

培中は常に増収していたが，初年度ほど効果が高く，次

第に効果が下って行き第5年目は102％を示した．一方

刈去り区はすき込み区と憤向的に同一で，初年度の111

％から漸次水稲収量が低下してゆき，第3年には減収と

なり98％であった．その後更に減収の方向へすすみ第4

年に90％，第5年に89％となって，完全に地力が低下し

たと思われる．

地力判定の第6年は塊少肥栽培であるが，玄米収量差

は無意であり，すき込み区94％，刈去り区89％で，刈去

り区には減収が見られないが，すき込み区は6％の減収

であった．

この結果から，裏作ライ麦を同一水田で栽培及びすき

込み水稲栽培を実施している期間中は，玄米は例外なく

増収するが，ひとたび青刈りライ麦のすき込みを中止す

れば生産力が低下（無意6％）する傾向にある．しかも

初年ほど効果が高く，漸次低下して5年くらいで増収が

期待出来ない．これは長年の無堆肥栽培の結果である

が，すき込み栽培中の玄米収量が高い区はどこの傾向が

強くあらわれている．

青刈りライ麦を堆肥代用として比較的長年にわたり速

乾供用することは，すき込み中止後に玄米収量が減収す

るため．堆肥との混用併用等が望ましいと思われる．
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